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蒲生干潟の自然と生物の現状 20232023

2022 7.10

2023 5.211

ハマエンドウの
お花畑

2023 5.14

植生の回復状況

2

1週間後
2023 5.21

ハマヒルガオの
お花畑

3

海岸砂丘には
　コウボウムギ

          2023 5.21

内陸側には
　コウボウシバ

2023 5.21
4

水辺に近い場所
にはシオクグ
（塩生植物）

　　2023 5.21

シオクグの
　花（実）

さらに水辺寄りには
　ハママツナが生育 5

ビオトープを彩る
テリハノイバラ

2023 5.21

     2023 5.21

海岸林近くのハマナス ヨシやススキに
埋もれてしまう！

6



2

満開の
オオシマザクラ

     2023 4.9

県絶滅危惧Ⅰ類

　ハマゴウ

   花 2022 9.11  実？ 2022 10.23
2023 5.21

7

生き残った12本のクロマツ   周辺には多数の幼木が生育中

風にそよぐチガヤとヨシ
2023 5.21

＊松林の
  自然再生＊

2023 5.21

8

・2018年以降激減
・少数の小型個体のみ確認
・生息地の保全と創出が必要

宮城県準絶滅危惧

底生動物の回復状況

9

出典：石川県立大学　流域環境学研究室
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幼生は海へ

稚ガニは陸へ

アカテガニやクロベンケイ
ガニを守るためには？

・生息域である河口のヨシ原
 や湿地、林の保全が重要
・水辺の土に巣穴を掘るの
 で、コンクリートで固められ
 ていない土の斜面が必要

河川生態ナレッジデータベース　（国交省国土技術政策総合研究所）参照

緩衝緑地

緩衝緑地・堤防覆土・ビオトープ
海岸林など重要！

海岸林

ヨシ原

ヨシ原

11

2019 8.17
アカテガニ抱卵♀1+♀1

河口
アカテガニ小 5
　北側奥部のヨシ原

2020 8.20
右：アカテガニ小 計3
左：クロベンケイガニ小 1

堤防の内陸側

2021 8.23
クロベンケイ
　　　ガニ小 2　　
堤防の内陸側

2022 8.28　クロベンケイガニ中 1  小7 計8
干潟護岸の隙間　堤防海側斜面 12
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旧防潮堤背後の溝　2010 5.31

溝に落ちた
クロベンケイ
ガニの死体
　　2010 5.31

旧防潮堤にかけられた網
　　→まもなく劣化　　2010 5.31

 溝に設置された新しい網
　　　　　　　　　2010 7.18

対策

震災前の保全対策

13

落下した生物を
　救済するため
　溝に網を設置

這い上がる
　クロベンケイガニ

　　　　2010 7.18

14

河口の（旧）防潮堤にも
青い網を要所に設置

アカテガニ産卵放仔の対策！ 2010 7.18 15

多数のアカテガニが利用
写真提供：河川課 柳沼氏　2010 8.15

しかし、登れないカニの姿も…
2010 8.10（熊谷）

16

アカテガニ抱卵雌 2010 8.19（熊谷）

順応的管理の一例

2010 8.15(柳沼)

震災後、部分的に
　残った青い網
右手奥は松林跡地

2011 5.11

小さな
自然再生

自然を守ろうとした
精神は残っている 17

干潟に大量の
　海藻（オゴノリ）
　　　　　　2023 4.24

一部はどろどろに腐敗→富栄養化？

大発生した
ホソウミニナが分解
　　　　　　　2023 5.21

18
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ホソウミニナ密集　2023 3.19

マメコブシガニ（県準絶滅危惧） 2022 9.11 ヤマトオサガニ　2022 7.11

チゴガニダンス　2023 5.21

19

重要！
導流堤水門の管理

2番目の水門が
ほぼ閉まっていた
　→イタズラ防止の
　チェーンロックなど必要！

20

鳥類の回復状況 震災後、3～4年は回復傾向が見られたが、復旧工事が始まった
2014/2015以降減少傾向に転じ、その状態が続いている
（上村・佐場野）。

特にシギ・チドリ類について復旧工事後の減少傾向が著しい。
物理的に生息環境が消失したことに加え、工事後の人手の多さが懸念される（上村・佐場野）。

個体数の
減少が続
いている

21

コクガンの最大羽数の推移（上村・佐場野）

看板設置
復旧工事中

看板設置

復旧工事が終了した2020年以降、釣りなどで川岸へ接近する人が多く、
減少傾向が続いている。ロープ柵などの看板以外の対策が必要である
（上村・佐場野）。 22

鳥類への人的圧力の増加

コクガンへの
釣り人の接近

配慮看板無視！

メダイチドリへの
人の接近

に気づかなかった…

ロープ張り必要

2022 12.11 

2023 4.24

23

貝採りや釣りをする人々　2022 5.21

堤防でスケボー　2022 2.6

猟犬の訓練？　2018 3.3 24
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コクガン用看板
設置(蒲生を守る会)
          2022 11.13

シロチドリ用看板設置
（蒲生を守る会）2023 5.14

25

３つの看板
設置される

2023 4.8設置

野鳥の会宮城県支部 

2023 11.13設置

蒲生を守る会

2023 5.14設置

　蒲生を守る会

小さな
自然再生

26

干潟にカキ礁発達

底生動物の生息場所

水鳥のエサ場の増加

カニ？を捕らえた
チュウシャクシギキアシシギや

ハマシギも
利用

2023 4.24撮影
27

県準絶滅危惧 クイナ  2022 11.13

コチドリ営巣？　2022 4.30
養魚場排水の流入
  →淡水源、栄養源として期待　2023 5.21

ビオトープ周辺では

28

鶴巻小4年生　2022 9.22

附属小4年生　2022 10.27

●2023 6.18　10時より

ソニー仙台TECと協同

生きもの観察会
　　　　2022 6.26

色々な自然観察会

29


